
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状
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２　対象地区の課題

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

直近の更新年月日

令和4年3月24日

作成年月日対象地区名（地区内集落名）

垣生地区(東、中東、中西、大西、
浜中、小路、鳥端、中津、町（新
田、松神子、田の上の一部）)

市町村名

新居浜市

（備考）

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

③地区内における70才以上の農業者の耕作面積の合計

73.9

36.7

49.3

9.0

3.6

6.3

　垣生地区の耕作者の年齢構成は７０代以上が中心であり、後継者不足が深刻となってきている。また、今後、中
心経営体が引き受ける意向のある耕作面積よりも、70歳以上で後継者が不明または未定の農業者の耕作面積
が多く、新たな担い手の確保が課題となっている。また、認定農業者は６名であり、今後においても規模拡大の見
込みがあるものの、トラクターが入れない農地や水の確保ができない等の条件が問題となっている。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　垣生地区の経営作目のメインは水稲であり、認定農業法人の１経営体は水稲の作業受託も行っており、地域の
担い手として活動している。また、認定農業者でなくても農地の受け手として営農できる農家がいるため、地域の
農家も含めて担っていく。



（参考）　中心経営体

A ha ha
B ha ha
C ha ha
D ha ha
E ha ha
F ha ha
G ha ha

人 ha ha

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

経営作目 経営面積 農業を営む範囲

垣生地区5.1

経営面積

1.4
2.3
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現状

水稲
認農

水稲・イチゴ

水稲 3.7水稲
水稲・イチゴ

今後の農地の引受けの意向

　垣生地区は、農家の減少、担い手の不足等が進んでいるため、後継者の確保、育成等が必要である。また、認
定農業者だけでなく地域での話し合いにより、幅広い農家を担い手として地域の農業を守っていく。
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